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平城宮第305次発掘調査（第一次大極殿院・塊積擁壁～西面回廊地区）現地説明会資料

奈良国立文化財研究所

平成 11年9月26日

平城宮跡発掘調在部

1、はじめに

本調骨地は、 710年（和銅 3)に都を移した平城京の中で、もっとも爾要な建物である

大極殿が最初に建てられた地柊にあたります。この大極殿は後に東の方に造営されたもの

と区別して第～一＾次大極殿（前期大極殿）、それを中心に同廊で囲まれた範囲を第一次大極

殴院と呼んでいます。大極殿院の規模は東西 178m、南北 318mをはかります（第 1図）。

大極殿は、天皇の即位や元旦の朝賀、外国からの使節との謁見などまさに国家的儀式が

執り行われた場であり、そこはちょうど朱雀門の具北にあたります。今回の調在は、第一

次大極殿の復原整備事業の一環で、大極殿を除吃たせるように一段高くした培の前端（魂

桔擁壁）が斜めに折れて南へ延びてくるところから西側の同廊にかけての地区を調究した

ものです。この壇はそのまま両拠で徐々に高さをFげ広場へつながるもので、その上面が

培のヒヘあがる通路として利用されたと考えられています。

6 Jl 28日に重機による掘削を開始して今日に全るまで、ほぽ 3ヶ月を経過し、調査区

の全体像が大方判明しましたので、説明会を開くこととなりました。調査面積は約 1550

面です。

2、第一次大極殿院地区の歴史

平城宮第一次大極殿院地区は、これまでの調査と研究により、造営後から平安時代にか

けて幾度かの改作が行われていることが明らかになっています。まず、最初に建てられた

第改大極殿は、聖武天鬼によって 740年（天平 12) に山背同恭仁宮に移されます。そ

して、再び 745年（天平 17) に天皇が平城京に戻ったあと、当地の東方に第＇＿次大極殿

（後期大極殿）が建てられました。以後、もとの大極殿があったこの地は称徳天皇の住ま

いである「西宮」として利用されたと推測されています（第 2園）。そこには数多くの建

物が林立するようになります。さらにその後、長岡京を経て 794年（延暦 13) に平安京

へと都が移って行くのですが、平安京遷都後しばらくしてから、 809年（大同 4) に桓武

天皇の後の平城上皇が同地に住んだことがありました。

このように、同地の利fljは平城京に都が戻る時期を境に、奈良時代を前後の 2時期に分

け、平安時代初頭の平城上皇が住んだ時期をさらに一つの時期として計 3時期に分けて理

解することが可能です。当研究所ではそれぞれを I期、 II期、皿期と呼び分けてきました。

ここでもその時期区分を踏徒して報告したいと思います。

なお、検出した主な造構には次頁 l：段のようなものがありますが、

積擁壁と、 P射面築地回廊を中心に説明します（第 3図）。
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検出した主な遺構

魂梢擁樅 l 

バラス敷広場 1 

築地回廊 1 

築地塀 1 

掘立柱塀 1 

掘立柱建物 5 

溝 5 （うちII音渠 l含む）

3、運租擁壁

大極殿が戦る地盤の前面を地と呼ばれるプロック状の煉瓦で飾った翡積擁懐は、 1970年

に大極殿の中心線を挟んでちょうど反対側の東側部分を調骰した際に発見されています。

今回の調杏1えでもそれと対応した位附で1こ色が変わるラインが見えていたので、 II期． m
期の遺構面を一部掘りドげて、想定通り途中で屈折する瑞積擁墜を確認しました。それは

大極殿前方を約 100mの範問にわたって束l}りにiIIllくしてきた擁隙がいったん南西ガ向へ折

れ、約 llm行ったところで、さらに逆方向へわずかに屈折するところにあたります。想定

ではその屈折点から 12mほど伸びたあと、南へもう •1変折れるはずですが、その付近は大

きな批乱によってすでに失われていることがわかりました。

今回検出した擁陪は、東側より追{f状況がよく、とくにJ別の利iみ）jや各コーナーの様相

がはっきりつかめます。使lllされている刈｝は長さ 29cm、幅 15-15.5Cm、駆さ 8.5cm 

の規格で作られたもので、それを縦の目地が交互にずれるように平梢みにしています。し

かし、調杏区内でみつかった 2つのコーナーはともに、打ち欠きなどで規格より短くした

逮を多用し、各面の端が・直線になるようにつないでいます。 1球はもっともよく残ってい

たところでも 5段分しかありませんが、本来これが約 2.l-2.5mほど積まれていたと老

えられます。その角度は約 70度で、地山をその角度に削り出し、その面に添わすように

内側がやや低くなるように積んでいます。

喝坪lt擁壁の前にはバラス敷きの由が広がります。この面の高さは北側のコーナーでは反

対の東側及び大極殿中心線 l：での高さと変わりがなく、携崩柏擁隈の前面はまったく水平で

あったことがわかりました。ところがそこから折れて西へ向かうに連れて、徐々にドがっ

ています。検出した．こつのコーナー間ですでに 15-20 Cmの落差があり、束側と比べて

その差は大きなものとなっています。琲のil/i方向の目地もその傾斜にl心じて斜めに Fがっ

ています。

大極殿院の復原については、これまで回廊の高さが大極殿の建つ場所に比べてかなり低

い点について、 上面をどう仕 tげたかが大きな問題となっていました。今回、今述べたよ

うに判｝の培底や横目地が地形なりに下がっていくことが確かめられましたので、それによ

りひとつの手がかりが得られたと汀えます。つまり、 fijへ折れ始めるコーナーから西へは

大極殿 j-血も地の傾きに応じて、あるいはそれ以上に下がっていったと考えた）］がよいこ

とが明らかになりました。このことを西側の位l廊が東側に比べてかなり低いことと考え合

わせると、大極殿院は第 71翌1に掲げたような勾配をもつ姿に復原できる可能性がありますc

しかし、今後詳しい検討をつめていく必要があります。

さて、この地積擁罹の性格については、これまでにも中国唐の宮殿をモデルにしたもの

と塔えられてきました。とくに 1995年から 1996年の再調査で明らかになった大明宮含元

殿の泡尾道との関係が注目されます（第 6図）。日本ではこうした施設は前の時代、そし

て第二次大極殿にもなかったもので、平城宮を営む時に強烈な唐文化の摂取の姿磐があっ

たことを示すものといえるでしょう。

今lh1の調査によっても、 9息積擁壁の上面の姿がはっきりつかめなかったので正確な比較

は難しいのですが、含元殿で確認された後期 (670年・咸亨元～）の溜旭道との形態 lこの

類似が再認識されました。宮殴の左右から 1匂い壇へ上がっていくこと、そしてその壇の壁

面を琲で装飾することは明らかにその模倣と liえます。しかし、斜めに屈曲する形状と直

角にスロープと平坦面をつないで上がっていく含元殿とはその複雑さや高低さ、装飾性に

おいてかなりの隔たりがあることも事実です。中国側の調在の巡展とともに、今後の比較

研究に期待が大いによせられます。

なお、この地梢擁壁は Il期になると、埋め立てられ、それ以後そこにも建物が立ち並び

ます。この雌め立てられた土の中には基拉の版築上の塊が見られました。大極殿の焙坦を

崩したものである可能性があります。

4、西面回廊・築地

大極殿院の西を限る回廊については平城宮の歴史とこれまでの調壺成果などを総合して、

幾多の変遷が考えられています。しかし、各時代の造構が良好につかめたことは少なく、

多くは最終の姿が残っていたにすぎません。それが、今回の瀾牡では凝灰岩製のII彰渠がよ

く残っていたこともあり、各時期の遣構とその間の変造の様相がかなりの程疫明らかにで

きる成果が得られました。以 l又要約して述べます。

I期 大艇殿と碍積擁壁が東側にあったとき、ここには築地皿廊が完成します。築地同

廊とは中央に築地塀をもち、その軒を支える礎石立ちの柱列を両側にもつもので、基J乳t

に構築されます。その造党のために、匝側に傾斜する自然地形に大きく盛tをおこなって

います。これに伴う巡構としては溝 3(［柑雨落溝？）と 1日廊東側の 1]期以後の追構下に在

在する溝 2 （東雨落清）があります。ただし、溝 2の東雨落溝は喝初の原形を大きく担な

っているようで、昨年調壺された北側憐接地でみつかった緑石列は残っておりません。礎

石の据付痕もみつかっていないことから、当初の格壇上面は大きく削平されているものと

息われます。

また、その東側の溝 1 は回廊の •\1111 と方向が異なっており、かなり早い時期の整地 1^-．が＾

部覆っていたことから、回廊造営に先立つ排水構である可能性があります。

この最初の築地回廊は塑武）い皇の恭仁息忍都に伴い解体され、その間、回廊の西側柱列

の筋に掘立柱塀が築かれます。これが塀 1です。掘立柱塀とは太い柱を立て、その間を土
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の壁で埋めて塀とするものです。西雨落溝ではないかとした溝 3は東側でみつかった次の

lI期の雨落溝に比ぺ回廊柱列に近すぎるので、この塀に伴うものかもしれません。

II期 ここに再ぴ築地回廊が‘営まれます。この時の基培上に配麗された礎石の抜き取り

痕の並びが東l囮対称に並んで出てきました。一部、礎石を安定させるために噛ませた石が

残っています。溝 4はこの築地回廊に伴う東雨洛溝と考えられ、従来の調壺成果を裂付け

る位骰に出てきています。なお、この溝は I期の）＆培の裾を造り枠えて設けられており、

その南半では溝の中に石が詰められている様子がわかります。

この溝の水を回廊の西側に抜くために造られたのが溝 5で、 II音渠にして築地皿廊を抜い

ています。 II；詞渠は長さ 105cm(3.5尺）ほどの長方形の凝灰岩切伍を 4枚箱型に組み合わ

せたものをつなぎあわせて水路としたもので、平城宮でこれほど良好に残存した例はとて

も珍しいと言えます。残存長は 7.5mあります。蓋石も、築地に覆われている部分では残

っており、蓋石をのせるための石のIJllJ．にはバラエティが見られますC，けれども回廊の西

側は抜き取りが著しく、推定で本来 11糾つないでいたことがかろうじてjiii測できる程度

でした。これらの凝灰岩はそれ以前にあった基塩建物の外装などの転用材と思われます。

賠渠の東側では蓋石が東端から約 lmのところで途切れることがその/Jil工痕からわかり

ます。このことはそこから東は1lff渠ではなく開渠（上に間いた溝）であった可能性を考え

させます。

凝灰岩製の暗渠はその後同廊の中と外で別々に 2度にわたって解休されています。まず、

回廊の西側の部分は築地以外のところは凝灰府を完全に抜き取ったところに、瓦や I'.．器を

多隈に含む上で埋め戻していました。その l：器やlしは奈良時代後半から末を中心とした年

代観を示し、その頃に lI期の造構が廃絶したことがわかります。なお、そこから出士した

1点の須忠器には底に「近衛府」との墨畠がみつかりました 6 これについては後で述べ

ます。

これに対して、築地の東側では器石のみ抜き取られていて、底石と側石はすべて残って

いました。この盗石がはずされたのは次のm期のことと思われます。

m期 同廊のあとに築地が形成されます。築地の店底は lI期以前の固廊枯坑十．を削り出

してそのまま卜.に上を桔み重ねています。その据は幅約 1.8mほどの平坦面をもち、さら

にその外側に浅い溝ないし段が削り出されています。この中や屑付近から多くの t．器がみ

つかっており、この造構の時期が平城 1こ皇期であることを示しています。

lI期以前の同廊を削り出して造るときに、暗渠の器石が露出して邪腐になったためそれ

だけをはずし側什以下の部分は抜き取らすに埋め戻したようです。

上述のIIil廊、築地追構の寸法は以 Fのとおりです。

1期築地1lil廊基墳幅 (10.8m ・ 36尺）

Il!!Jl築地同廊柱間 4.0m・ 13.5尺 東lJ_Lj柱間 7.2m、24尺）店培 10.8m36尺

Ill期築地 築地本1本幅 1.5m・ 5尺、基培幅 4.5m、]5尺

その他の建物逍構についてはその概要のみお知らせします。

掘立柱建物 1 Il期 7間X4間 柱間 10)↓等間 南北庇、北孫庇、西桟敷階段付

Iii] 2 Il期 7間X4間柱間 10尺等1月総柱建物

同 3 Il期 4 lilJx 2間柱1ii扉北 10尺、東西 9尺東庇付

同 4 皿期 4間X2間柱間 10尺等間束西庇付

同 5 m期 ？間x2 llfl 柱I闊8尺等間隔 小規模建物

なお、これらは•部を除き東側でも阿じ位骰で同じ規板のものがみつかっており、左右

対称の空間であったことがあらためて裏付けられました。しかし時期の比定については辿

物の検討次第では多少の変動がありえます。

5、出土遺物

出士した逍物は上脳で出上した鎌倉時代のまとまった辿物をのぞくと、古代の土器や

比がほとんどです。

これらの逍物の中でもっとも注目されるのが「近術府ー」の基着のある須恵器片です。

「近衛府」とは、近衛と呼ばれる武官を字いて、禁中の舒備を担当した役所のこと。それ

が「近衛府」という名称で存在したのは 765年から 807年のことで、それが出士した暗渠

の抜取り時期と符合しています。この地区が奈良時代後半に称徳天皇の宮であったと推定

されていることを考えると、犬皇に近侍して？予備する近衛府の墨i住ヒ器が出上したことは

興味深い事実といえるでしょう。

このほか、銅を頭に被せた見事な鉄釘が 1¥出上しています。

6、まとめ

今[1_!]の発掘調脊によって、大極殿の地柏み擁勲の構造が明らかになったことによって、

大極殿院全1本の復元と中国との比較研究に有用な情報が得られました。また、回廊部分の

変遷がほぼ明らかになったことは、大極殴院ひいては平城宮全体の変遷を者えていく卜で

ひとつの桔準を提起したものといえるでしょう。

第一次大極殿院地区関係略年表

明

武

徳

武

峨

元

聖

称

桓

嵯

和銅 3(710). 3.10 平城京に遷都。
天平 12(740).12.15 恭仁京に遷都。

この後平城の大極殿と歩廊を壊ち、恭仁京に遷し造る。
平城京に還都。
称徳天皇、西宮の寝殿で崩御。
長岡京に遷都。
平城上皇、平城に幸す。
平城上皇、平城遷都を図るも失敗（薬子の変）。以後も平城宮に居す。
平城上皇崩御。

17(745). 5.11 
宝亀 1(770). 8. 4 
延暦 3(784).I LI I 
大同 4(809).12. 4 
弘イ― 1(810). 9. 
天長 1(824).7. 7 
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